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平成 31 年

成人式
　晴れの門出を迎えた新成人 689 人（式出席者 543 人）が、
大人の仲間入りを果たしました。新たな決意と自覚を胸
に、大人として新たな一歩を踏み出します。

　

１
月
13
日
、
丹
波
の
森
公
苑
で
、
平

成
31
年
丹
波
市
成
人
式
が
行
わ
れ
、
華

や
か
な
振
り
袖
や
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、
新
た
な
門
出

を
迎
え
ま
し
た
。
新
成
人
た
ち
は
、
久

し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
友
人
た
ち
と

の
会
話
や
写
真
撮
影
を
楽
し
み
、
旧
交

を
温
め
合
い
ま
し
た
。

　

受
付
で
は
、
小
学
４
年
生
の
と
き
に

将
来
の
自
分
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。
手
紙
に
は
「
将
来
の

夢
」
や
「
夢
の
実
現
状
況
」
な
ど
が
書

か
れ
て
お
り
、
新
成
人
た
ち
は
、
10
年

前
の
自
分
を
思
い
起
こ
し
、
に
こ
や
か

な
表
情
で
手
紙
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
で
は
、
昨
年
完
成
し

た
丹
波
市
の
歌
「
こ
の
ま
ち
と  

と
も

に
」
が
市
民
約
１
２
０
人
の
合
唱
で
初

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
谷
口
市
長

は
「
丹
波
市
の
歌
は
若
い
皆
さ
ん
へ
の

応
援
歌
。
歌
詞
の
『
歩
き
出
そ
う　

空

を
翔は

ば
た

く
鳥
が
描
き
出
す
輝
く
光
が　

大

き
な
力
に
な
る
』と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、

ま
さ
に
本
日
の
皆
さ
ん
の
姿
で
す
。
自

分
な
り
の
理
想
の
生
き
方
を
求
め
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
勇
気
を
持
っ
て
踏

み
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ

丹波市

１２

３５ ４
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1_ 色とりどりの振袖が華やかな新成人の皆さん　2_ 会場のあ
ちらこちらで行われた記念撮影　3_ 成長した娘の姿を撮影
するお父さん　4_10 年前の自分からの手紙を読む新成人　
5_ 懐かしい写真を見て思わず笑顔に　6_ 出身地域に分かれ
ての記念撮影　7_ ２部のアトラクション風景　8_ 代表で記
念品を受け取る足立菜瑚さん　9_ 久しぶりに顔を合わせた
友人たちと笑顔で記念撮影

ま
し
た
。

　

中
学
校
時
代
の
懐
か
し
い
写
真
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
恩
師
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
の
上
映
、
記
念
品

の
贈
呈
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
は
終
始
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
温
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
今
日
の
誓
い
を
胸
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向
か
っ
て
力
強
い

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　私は高校卒業後、丹波の地を離れ、大学進学のた
め大阪に移りました。家に帰ると家族がいて、学校
に行けば友達や先生がいる、そんな当たり前の毎日
から不安だらけの一人暮らしが始まりました。掃除
に洗濯、料理、買い物に行くのも一苦労。すべてが
初めての経験でした。慣れない大学生活の中、不安
な気持ちや、寂しい気持ちでいっぱいでした。そん
な時、心の支えになったのは同郷の友人たちでした。
毎日のように連絡を取り合い、食事をし、他愛もな
い話で盛り上がりました。次第に連絡を取る機会も
減りましたが、会えばすぐに打ち解けられる、そん
な関係を続けていきたいと思います。進む道は違え
ど、この地で共に学び、共に過ごした時間は消えま
せん。今後、進む道に困難が待ち受けていたとして
も、私たちには支えてくれる家族や仲間がいます。
そのことを忘れず、自分たちの道を歩み続けたいと
思います。
　丹波市は自然が豊かで、空気の澄んだ素晴らしい
地域です。また、人々の温かさもこの町の魅力だ
と思います。登下校中には「おはよう」「おかえり」
と声を掛けていただき、いつも見守ってくださいま
した。この地を離れて、自然の豊かさや人の温かみ
に改めて気づかされました。
　ここまで来られたのはいつもそばで支えてくれた
家族や友人、指導してくださった先生方、見守って
くださった地域の方々のおかげです。「成人」とい
う人生の節目を迎え、今度は私たちが支えてくださ
った方々、そして丹波市に恩返しをする番です。ま
もなく平成が終わりを迎え、新たな時代へと進みま
す。節目の年に新成人となった者として、社会の一
員としての自覚をもち、責任ある行動を心掛け、そ
れぞれの道を歩み続けることをここに誓います。
　この素晴らしい丹波の地に生まれ育ち、ここにい
る仲間とともに成人を迎えられたことを誇りに思
い、歩み続けたいと思います。どうぞこれからも温
かく、ご指導、ご助言をいただきますようお願い申
し上げ、「誓いの言葉」とさせていただきます。

＊紙面の都合上、要約させていただきました。

⑧

６

８

９

新成人　
「誓いの言葉」

７

新成人代表

井上貴仁さん
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あなたの夢を
教えてください。
　晴れの門出を迎え、大人の仲間入りを果たした
新成人の皆さんに、将来の「夢」や「希望」を書
いてもらいました。

柳川瀬　友香さん

岸本　香澄さん　　　　　　堂本　瑞稀さん

森永　龍平さん

土井　翼さん　　　　　　土井　翔さん

藤原　沙弥香さん　　　　前田　美香子さん

竹上　朋輝さん　　長澤　直生さん　　　竹上　直輝さん
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昨
年
に
引
き
続
き
、
成
人
式
実
行
委

員
会
が
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企

画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
の
内
容
は
「
丹
波
市
産
の
賞
品

が
当
た
る
抽
選
会
」。
全
員
が
参
加
で

き
る
企
画
で
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
お
う
と
、
様
々
な
案
の
中
か
ら

決
定
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
９
人
は
、

昨
年
の
９
月
頃
か
ら
約
10
回
集
ま
り
、

会
議
を
実
施
。
県
外
に
住
ん
で
い
る
メ

ン
バ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
会
議
に
参
加
す
る
な
ど
、
全
員
で
意

見
を
出
し
合
え
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し

た
。
当
日
会
場
で
賞
品
を
紹
介
す
る
た

め
に
、
今
年
は
16
店
を
取
材
し
、
各
店

舗
の
協
力
で
、
お
菓
子
・
地
酒
・
ク
ー

ポ
ン
券
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
賞
品
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

手
元
に
残
る
記
念
品
と
し
て
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
６
０
０

部
作
成
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
井
上
祥
一
さ
ん
は
、

「
初
め
は
う
ま
く
い
く
か
不
安
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と
に
取
り

組
み
、
全
員
の
力
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
活
動
を
通
し
て
人
の
つ
な
が
り

が
出
来
た
こ
と
が
収
穫
で
し
た
」
と
晴

れ
や
か
に
語
り
ま
し
た
。

成
人
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企
画
・
運
営

平
成
31
年　

成
人
式
実
行
委
員
会

お菓子・クーポン券など、賞品の一例

丹
波
市
の
歌
「
こ
の
ま
ち
と  

と

も
に
」
で
新
成
人
に
エ
ー
ル

　

式
典
で
は
、
丹
波
市
の
歌
「
こ
の
ま

ち
と  

と
も
に
」
が
市
民
約
１
２
０
人

に
よ
る
合
唱
で
初
披
露
さ
れ
、
新
成
人

へ
の
エ
ー
ル
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

丹
波
市
の
歌
は
、
世
界
的
な
作
曲
家

千
住
明
さ
ん
が
作
曲
し
、
曲
に
合
う
歌

詞
を
募
集
。
選
考
の
結
果
、
市
島
地
域

在
住
の
秋
山
知
美
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
谷
口
市
長
は
新
成
人
の
こ

れ
か
ら
を
歌
詞
に
な
ぞ
ら
え
て
祝
福
し

ま
し
た
。（
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
の
市
長

コ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

市民約 120 人による合唱の様子

実行委員会の皆さん　大槻 夏未さん、北岡 彩美咲さん、青木 奈菜子さん、藤本 明架里さん、吉見 
紗香さん（上段左から）、小橋 遼太朗さん、吉見 啓吾さん、井上 祥一さん、植田 和真さん（下段左
から）

抽選会であいさつする実行委員会の皆さん
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平
成
28
年
に
新
潟
県
糸
魚
川
市
で
発

生
し
た
大
規
模
火
災
を
受
け
、
今
ま
で
消

防
法
令
で
消
火
器
設
置
の
義
務
が
無
か

っ
た
延
べ
面
積
１
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
の
飲
食
店
で
も
消
火
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

■
開
始
時
期
／
10
月
１
日
か
ら

■
対
象
／
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

飲
食
店

①
建
物
の
延
べ
面
積
が
１
５
０
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満 

※
建
物
全
体
の
面
積
が

１
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
は
、

従
前
か
ら
設
置
が
必
要
。

②
業
と
し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る
た
め
、

コ
ン
ロ
な
ど
の
火
を
使
用
す
る
設
備
ま

た
は
器
具
を
設
け
て
い
る
。
※
Ｉ
Ｈ
コ
ン

ロ
や
、
防
火
上
有
効
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
場
合
は
対
象
外
。

▼
防
火
上
有
効
な
対
策
の
例

①
調
理
油
加
熱
防
止
装
置
：
鍋
な
ど
の

過
度
な
温
度
上
昇
を
検
知
し
て
、
自
動

的
に
火
を
消
し
て
出
火
を
防
ぐ
装
置
（
Ｓ

ｉ
セ
ン
サ
ー
な
ど
）

②
自
動
消
火
装
置
：
厨
房
設
備
に
お
け

る
温
度
上
昇
を
感
知
し
、
自
動
的
に
消

火
薬
剤
を
放
出
し
て
火
を
消
す
装
置
（
フ

ー
ド
等
用
簡
易
自
動
消
火
装
置
）

③
圧
力
感
知
安
全
装
置
：
加
熱
な
ど
に

よ
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
内
の
圧
力
上
昇

を
感
知
し
、
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停

止
し
て
火
を
消
す
装
置

○
消
防
用
設
備
等
の
点
検
・
結
果
報
告
が

必
要
で
す
。

　

今
回
の
消
防
法
改
正
に
よ
り
、
新
た
に

設
置
し
た
消
火
器
は
、
６
カ
月
ご
と
に
点

検
し
、
１
年
に
１
回
消
防
本
部
に
報
告
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
点
検

の
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
予
防
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
報
告
書
提
出
先
／
消
防
本
部
予
防
課

すべての飲食店で

消火器の設置が義務化されます

問予防課 ( 消防本部内 ) ☎ 72‐2255

H P

　NPO 法人ひまわりの会運営の、妊娠中から子
育て中の人向けの情報が配信される「母子健康
手帳アプリ」で、子育てに役立つ情報の配信を
始めました。事前に妊娠週数やお子さんの月齢
を設定しておくと、その時期にあわせた子育て
に関する手続きや制度、乳幼児健診などの情報
を受け取ることができます。従来の母子健康手
帳とあわせてご利用ください。

■主な機能 / ①妊娠中の健康状態やお子さんの
成長過程を写真と一緒に記録②市からのお知ら
せを受信③妊婦向けのレシピ検索など
■アプリの利用方法 / ①「母子健康手帳アプリ」
をダウンロード②自治体設定で「丹波市」を登
録 ※ダウンロードは無料ですが、通信料は利用
者負担となります。ウェブ版もあります。

母子健康手帳アプリ内で

子育て情報を配信します
問

H P福祉団体などに

バスの借上料を補助します
H P

問　　 社会福祉課 ( 春日庁舎内 ) ☎ 88‐5027申

　市内の福祉団体などが、視察研修や障がい者・
高齢者向けの社会参加促進のための活動などを
行う際、バスの借上料を補助します。

■対象 / 社会福祉団体・老人クラブ・ボランティ
ア団体・ふれあいいきいきサロン運営団体など
■補助基準額 / バス借上料の５分の４※上限５万
円、千円未満は切り捨て
■補助要件 / ①当日の乗車人数が 11 人以上ある
こと②民間バス会社などの運転手付の緑ナンバー
の貸切バスであること※原則市内のバス会社利用
■利用回数 /1 団体１年度につき２回まで※市連
合団体、障がい者団体は１年度につき５回まで
■申請期間

バスの利用日 申請期間
４月１日（月）～ 30 日（火） ３月 1 日（金）～ 29 日（金）
５月１日（水）～ 31 日（金） ４月１日（月）～ 26 日（金）
６月１日（土）～
　平成 32 年３月 31 日（火）

利用日の２カ月前の月内
アプリの詳細、ダウン
ロードはこちらから⇒

健康課 ( 氷上保健センター内 ) ☎ 82‐4567

糸魚川市大規模火災
（写真提供：糸魚川市消防本部）

申



表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。H P

7　　 ２019. ２たんば

　平成 30 年４月から平成 31 年３月までに指定
特産物の種子などを一定量以上購入した場合、
または市内で生産された堆肥を散布した場合は
種子等購入費用および堆肥の散布費用の一部が
助成されます。補助金交付申請書は、必ず３月
29 日（金）までにご提出ください。

◇共通項目
■必要書類
①補助金交付申請書
②領収書の写し
種子：申請書に購入先事業所の証明がある場合
は不要。
土づくり : 市島ユーキを利用された場合は不要。
③補助金請求書　
申請様式は、農業振興課、各支所または丹波ひ
かみ農協営農経済センターに設置。

◇土づくり対策事業補助金
■対象者 / 肥料販売業務開始届済みの業者から
市内で生産された堆肥を散布した農家
■補助率 / 散布費用× 1/5 以内   ※ 10 円未満切
捨て

問　農業振興課（春日庁舎内）☎ 88‐5028申

補助金申請は３月 29 日まで

特産物種子等購入助成・土づくり対策事業
H P

◇特産物種子等購入補助金

■対象者 / 下記の種子を購入し、市内で栽培する
農家※年度内に支払済みの種子代金のみが対象。

■対象作物の種子購入量と補助率

指定作物名
種子量の

下限
補助率

黒大豆
（枝豆含む）

１㎏ 1/4 以内

小豆 1.5kg 1/2 以内

山の芋 50 ㎏ 1/3 以内

麦 ー 1/4 以内

栗 ５本
1/2 以内

※上限：１本当たり
500 円以内

スイート
コーン

2,000 粒 1/4 以内

若松 ５ℓ 2,000 円以内 / １ℓ

ブルーベリー 15 本 1/3 以内
黒ごま（コー

ト種子に限る）
10,000 粒 1/4 以内

にんにく 50 ㎏ 1/4 以内

※種子などの個人売買は助成の対象となりません。
※麦は集落営農組織が対象です。

　市の保健・医療・福祉・介護を担う「健康セ
ンターミルネ」は３階建ての施設です。
　今回は２階を紹介します。２階は「健康増進・
疾病予防・母子保健・訪問介護」の機能を担い
ます。氷上保健センター内にある健康課と地域

医療課が移転し、保健指導・乳幼児健診などの
業務や地域医療に関する業務を行います。また、
現在柏原赤十字病院にある訪問看護ステーショ

ミルネコラム

ミルネを知ろう  その２
問 地域医療課（氷上保健センター内）
☎ 82‐4611

H P

ミルネ外観

ンを「丹波市ミルネ
訪問看護ステーショ
ン」として引き継ぎ、
在宅療養をサポート
します。
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　 市民活動課 ( 氷上住民センター内 )
☎ 82‐0409

　福祉医療費助成制度は、所得確認者が死別・
離婚によるひとり親家庭の場合に寡婦（夫）控
除などを適用しています。一方で、未婚のひと
り親家庭については寡婦（夫）控除などの適用
はなく、所得額の計算において、死別・離婚に
よるひとり親家庭との差が生じていました。
　この差を解消するため、未婚のひとり親家庭
を寡婦（夫）に該当するものとみなして所得額
を計算し、助成を受けやすい環境を整えます。
適用条件や申請書類については、国保・医療課
までお問い合わせください。

■対象者 / 乳幼児等・こども・母子家庭等・高
齢期移行・（高齢）重度障がい者などの福祉医
療費助成制度利用者で、未婚のひとり親世帯
■適用時期 / 平成 30 年９月１日にさかのぼっ
て計算。※母子家庭等医療は８月１日にさかの
ぼります。

寡婦（夫）控除のみなし適用開始

福祉医療費助成制度
問　　国保・医療課 ( 氷上保健センター内 )

☎ 82‐6690

H P

申

事業系一般廃棄物の搬入には

手続きが必要です H P

問　　 環境整備課 ( 丹波市クリーンセンター内 )
☎ 78‐9999
申

　家庭以外の店舗・会社・工場などで、事業活動
によって生じた産業廃棄物以外のごみを「事業
系一般廃棄物」といいます。事業系一般廃棄物は、
地域のごみステーション・拠点には出せません。
市が指定する処理施設での処理を希望する場合
は、自己搬入・一般廃棄物収集運搬許可業者へ
の委託に関わらず、毎年度、廃棄物排出計画書
を提出してください。

■事業系一般廃棄物の例 / ①事業所などから出る
紙くず・ダンボールなど②従業員の飲食により
出る生ごみなど③飲食店などから出る残飯・割
り箸など④庭木の剪定枝・枯草木など
■必要書類 / 廃棄物排出計画書（施設利用申込書）
書類は、２月 20 日（水）から市のホームページ
に掲載予定。
■その他 / 一般家庭ごみと同様に、市の分別基準
が守られていない場合は搬入できません。

大道芸で笑って健康に！

市民オープン講座を開催
H P

問

　TAMBA シニアカレッジ閉講式と丹波市高齢
者学級合同講演会を開催します。第１部では
TAMBA シニアカレッジの修了証授与や芸能発表、
第２部では「大道芸で笑って健康に！」をテー
マに、大道芸人たっきゅうさんのユーモアセラ
ピーが楽しめます。申込不要です。ぜひお越し
ください。

■とき / ３月８日（金）
第１部：午後１時～　
第 ２ 部： 午 後 １ 時 45
分～３時まで（予定）
■ところ / ゆめタウン
ポップアップホール

講師：大道芸人たっきゅう
さん

　３月から４月にかけては、引っ越しに関係す
る手続きが集中します。必要な書類をそろえ、
時間に余裕をもってお越しください。代理人が
手続きをする際は、委任状などが必要な場合が
あります。

◇転入
引っ越してきた日から 14 日以内に手続きをし
てください。
■必要な物 / 転出証明書、本人確認書類、印鑑、
マイナンバーの記載された通知カード
※マイナンバーカード、住民基本台帳カードを
使用して転出をした人は必ずカードを持参くだ
さい。転出証明書がない場合があります。

◇転出
引っ越し日が決まったら、当日までに手続きを
してください。
■必要な物 / 本人確認書類、印鑑

転入・転出は

期限内に手続きを
問市民環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐2002　

H P

申
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軽
自
動
車
税
を
納
め
る
の
は
、
４
月

１
日
時
点
で
、
原
動
機
付
自
転
車
・
軽

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
を
所
有
す
る
人
で
す
。
市

外
へ
の
転
出
や
死
亡
、
売
買
な
ど
で
所

有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
３
月
上
旬

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
４

月
２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
を
し

て
も
、
払
い
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

車
両
を
処
分
し
て
も
、
市
役
所
な
ど

で
廃
車
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
軽
自
動

車
税
が
か
か
り
ま
す
。
廃
車
日
・
名
義

変
更
日
は
、
陸
運
局
な
ど
で
の
手
続
き

の
完
了
日
で
す
。
手
続
代
行
業
者
な
ど

を
利
用
す
る
場
合
は
、
依
頼
日
か
ら
手

続
き
完
了
ま
で
に
、
数
日
か
か
り
ま
す
。

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き

◆
市
役
所
で
手
続
き
す
る
も
の

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
）

廃
車
、
名
義
変
更
な
ど
の
手
続

き
は
お
早
め
に
！

軽
自
動
車
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

問 

税
務
課
（
氷
上
庁
舎
内
）
☎
82
‐
２
０
７
０

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
有
者
は
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
の

新
規
受
付
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
24
日

ま
で
で
す
。
現
在
減
免
を
受
け
て
い
る
人

に
は
、
３
月
中
に
継
続
用
の
減
免
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
減
免
の
届
出
内
容
に
変

更
が
な
い
場
合
は
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
名
義
変
更
・
買
い

替
え
を
し
た
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が
必

要
で
す
。
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

税金は誰にかかる？かからない？

手 続 き 完 了 日 ３/31 ４/1 ４/2 ４/3 ４/4

４/1 以前に
廃車

４/2 以降に
廃車

4/2 にＡから
Ｂに名義変更

➡

課税日

か か る

か か ら な い

名義変更 Ｂ
ＡにかかるがＢ
にはかからない

4/1 までに
廃車手続き完
了ならかかり
ません！

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
な
ど

を
所
有
す
る
人
が
納
め
る
税
金
で
す
。
転
出
や
死
亡
、
売
買
な
ど
で
所
有

者
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
３
月
上
旬
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
金
の
減
免
な
ど
も
併
せ
て
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
・
そ

の
他
特
殊
作
業
用
）

■
手
続
場
所
／
税
務
課
・
各
支
所

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
廃
車
の
場
合
／
①
印
鑑
※
所
有
者
の

も
の
②
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
③
登
録
票

●
名
義
変
更
の
場
合
／ 

①
印
鑑
※
新
・

旧
所
有
者
の
も
の
②
登
録
票
③
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
※
番
号
変
更
さ
れ
る
場
合

◆
市
役
所
以
外
で
手
続
き
す
る
も
の

３
輪
・
４
輪
の
軽
自
動
車

■
手
続
場
所
／
軽
自
動
車
検
査
協
会
兵

庫
事
務
所　

神
戸
市
東
灘
区
御
影
本
町

１
‐
５
‐
５

☎
０
５
０-

３
８
１
６-

１
８
４
７

２
輪
の
小
型
自
動
車
、
軽
２
輪
（
１
２
５

ｃ
ｃ
を
超
え
る
も
の
）

■
手
続
場
所
／
神
戸
運
輸
監
理
部
兵
庫
陸

運
部　

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
浜
町
３
４
‐
２

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
６
６

　

車
検
用
納
税
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、

５
月
30
日
で
す
。
車
検
代
行
業
者
に
依

頼
す
る
場
合
は
、
有
効
期
限
ま
で
に
車

検
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
現
金
納
付
の
場
合
／
過
去
に
未
納
が

な
い
人
は
、
納
付
書
に
付
い
て
い
る
車

検
用
納
税
証
明
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
口
座
振
替
の
場
合 

／
市
役
所
・
各
支

所
窓
口
で
車
検
用
納
税
証
明
書
（
無
料
）

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
※
口
座
振
替

後
、
約
１
週
間
程
度
は
収
納
確
認
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
振
り
替
え

済
み
の
通
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

軽自動車税の納税は納め忘れの
ない口座振替がおすすめです！
お取引先の金融機関などで通帳・
印鑑をお持ちのうえ、手続きを
お願いします。

Ｑ＆Ａ　便利な支払い方は？

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

車
検
を
受
け
る
に
は
車
検
用
の

納
税
証
明
書
が
必
要
で
す

廃 車

Ａ

廃 車
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広聴
Public hearing

市民の声
まごころ市長室レポート
市政に関するご意見を、市長が直接
お聴きしました。主な議題を紹介し
ます。
開催日：１月28日（月）
場所：春日住民センター

え
て
い
ま
す
。弓
道
は
礼
が
基
本
。

阪
神
間
の
ほ
と
ん
ど
の
高
校
で
は

弓
道
部
が
あ
り
ま
す
が
、
但
馬
・

丹
波
に
は
弓
道
部
が
な
い
の
で
、

ま
ず
は
市
内
に
１
つ
弓
道
部
が
で

き
た
ら
、
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
体
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

日
本
古
来
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
こ
と
は
大
切
で

す
ね
。
目
標
と
し
て
、
競
技
人

口
を
０
．
１
％
に
増
や
す
活
動

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

前
年
ほ
ど
前
か
ら
市
内
の
風

景
写
真
を
撮
影
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
白
毫
寺
の
九
尺
藤
の

写
真
を
撮
っ
て
写
真
集
を
出
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
写
真
を
通
し

て
、
市
外
に
も
丹
波
市
の
こ
と
を

知
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

貴
重
な
写
真
を
提
供
い

た
だ
け
る
こ
と
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
。
丹
波
市
の
春
夏

秋
冬
は
と
て
も
き
れ
い
な
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
写
真
を
市
の
魅
力
発

信
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

昨
年
の
３
月
か
ら
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、
私

有
林
を
間
伐
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
遊
べ
る
場
所
を
作
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
の
講
習
を
受
け
て
、
主

に
土
日
に
山
に
入
っ
て
間
伐
な
ど

の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

春
日
地
域
の
良
さ
を
地
元
の
人

に
も
っ
と
わ
か
っ
て
ほ
し
い

春
日
地
域　

田
村
政
己
さ
ん

撮
り
た
め
た
風
景
写
真
を
役
立

て
た
い

市
島
地
域　

田
中
義
隆
さ
ん

山
を
整
備
し
て
子
ど
も
た
ち
が

遊
べ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い

春
日
地
域　

青
木
美
子
さ
ん

丹
波
市
で
弓
道
を
普
及
し
た
い

春
日
地
域　

山
里
盛
純
さ
ん

現
在
、
春
日
地
域
の
国
道
沿

い
に
は
市
内
の
人
が
経
営

す
る
店
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

も
あ
り
、
市
内
商
工
の
活
性
化

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
氷
上
高
校
生
は
農

業
・
商
業
な
ど
の
分
野
で
非
常

に
し
っ
か
り
と
し
た
技
術
を
勉

強
し
て
い
る
の
で
、
黒
井
の
商

店
街
や
駅
前
の
空
い
た
店
舗
を

借
り
て
、
花
の
苗
な
ど
を
実
習

販
売
し
て
も
ら
う
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
高
校
生
の
パ
ワ
ー

で
商
店
街
も
元
気
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ

市長と意見交換する
田村さん

目標を語る青木さん

H P

30

活
動
の
中
で
、
整
備
や
活
動
に
協

力
し
て
く
れ
る
人
が
な
か
な
か
集

ま
ら
な
い
こ
と
に
困
っ
て
い
ま
す
。

山
の
仕
事
は
一
人
や
二
人
で
は
出

来
な
い
の
で
、「
子
ど
も
が
遊
べ
る

場
所
を
作
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

整
備
の
良
さ
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
人

が
増
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
、

資
金
の
調
達
の
た
め
、
木
の
駅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
木
を
出
荷
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
す
が
、
木
の
駅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
薪
を
出
荷
す
る

先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
伐

採
し
た
木
を
持
ち
込
み
に
く
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
困
っ
て

い
ま
す
。

市
長　

ぜ
ひ
、
こ
の
よ
う
な
活

動
は
伸
び
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。「
都
市
と
農
村
の
交
流
」
を

進
め
る
た
め
に
も
、
大
切
な
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す
。
里
山
整
備
の
た

め
に
も
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

機
能
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
薪

の
売
り
先
確
保
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
思
い
ま
す
。

写真を紹介する田中さん（写真右）

穏やかに話す山里さん

の
関
係
で
、
黒
井
城
跡
に
ス
ポ
ッ

ト
が
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
野
村

に
は
茶ち

ゃ
う
す
や
ま

臼
山
と
い
う
山
も
あ
り
ま

す
。
こ
ち
ら
も
観
光
振
興
に
活
用

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

氷
上
高
校
生
を
支
援

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
黒
井
駅
前
の
活
性

化
を
図
る
と
い
う
の
は
い
い
で
す

ね
。
春
日
地
域
は
観
光
の
拠
点
と

し
て
大
き
な
伸
び
し
ろ
が
あ
り
、

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

弓
道
の
競
技
人
口
は
人
口
の

０
．
０
６
％
が
目
安
と
い

わ
れ
て
お
り
、
丹
波
市
の
人
口
に

当
て
は
め
る
と
30
人
～
40
人
に
な

り
ま
す
。
現
在
市
内
で
は
約
25
人

が
ク
ラ
ブ
会
員
と
し
て
活
動
し
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
や
し
て
、

大
会
な
ど
が
開
催
で
き
れ
ば
と
考
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地域おこし

協 力 隊
地域おこし協力隊の活動を報告します
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市長コラム

丹波語り
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経歴：京都市出身。（株）日本交通公社（現
在の JTB）に入社。早期退職し、訪日外国
人対象の旅行会社を設立。
任期：平成 29 年 5 月～

 vol.27熊
く ま が い

谷  篤
あ つ し

さん　
観光資源を活用した企画を立案

　こんにちは。熊谷です。市の観光資源を活
用し、その魅力を発信することで、主に海外
からお客様を呼び込む活動を行っています。
　市内には魅力的な素材がたくさんありま
す。例えば、水田や稲穂が垂れ下がる様子は、
欧米の方にとって見たことがない魅力的な風
景です。市民の皆さんにとっては何でもない
日常が、外国の方にとっては魅力的に感じら
れることがたくさんあります。その魅力を具
体的な情報にして知ってもらうことが、お客
様を呼び込む第１歩なのです。
　このたび、市内に宿泊して、山登りをし、
地元の食材を使ったおいしい朝食を食べると
いう旅行商品を、地域の方々と一緒に考えま
した。現在は、前職の人脈などを生かして外

　

１
月
13
日
、
丹
波
市
の
歌「
こ
の

ま
ち
と 

と
も
に
」
が
成
人
式
で
初
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
作
曲
は
、
世
界
的

に
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
作
曲
家
の
千

住
明
先
生
に
お
願
い
し
、
そ
の
曲
に

合
わ
せ
た
歌
詞
を
全
国
公
募
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
多
く
の
地
域
か
ら
合
計
５
６
３

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら

丹
波
市
在
住
の
秋
山
知
美
さ
ん
の
歌

詞
が
最
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
、

昨
年
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

秋
山
さ
ん
は
、
５
年
前
の
丹
波
市

豪
雨
災
害
の
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
初
め
て
丹
波
市
を
訪
れ
、
そ
し

て
丹
波
市
の
人
・
風
土
に
惚
れ
こ
み
、

昨
年
移
住
さ
れ
た
方
で
す
。
題
名

「
こ
の
ま
ち
と 

と
も
に
」
に
は「
故
郷

に
対
す
る
限
り
な
い
愛
お
し
さ
と
誇

り
」
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
丹
波
市
で
も
人
口
減
少
が

激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
若
者
に
こ
の
丹
波
市
に
残
っ

て
欲
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
若
い
皆
さ
ん
方
そ
れ
ぞ
れ
に
は

実
現
し
た
い
夢
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
都
会
や
世
界
に
飛

び
出
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

残
る
も
よ
し
、
飛
び
出
す
も
よ
し
。

そ
ん
な
若
い
皆
さ
ん
へ
の
応
援
歌
が

出
来
上
が
っ
た
の
だ
、
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
歌
に
は「
丹
波
市
の
地
名
や

名
所
」
な
ど
は
歌
詞
に
で
て
き
ま
せ

ん
。
日
本
中
の
誰
も
が
、「
自
分
の

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
に
誇
り
と
懐

か
し
み
を
持
っ
て
口
ず
さ
ん
で
ほ
し

い
」
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

丹
波
市
民
の
方
々
に
は
、
胸
を
張

っ
て
い
ろ
ん
な
場
所
で
歌
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

国の旅行会社に提案したり、外国の方が宿泊
するホテルのコンシェルジュへの営業活動を
行ったりしています。
　協力隊３年の活動が実を結び、新年度から、
丹波市への観光が実際に旅行商品として売り
出されます。私の経験や知識、市外で生まれ

海外の旅行会社と商談
中の熊谷隊員（左）

育った目線が、市
の観光の発展や地
域の活性化につな
がれば大変嬉しく
思います。

成人式で歌われた「このま
ちと ともに」の楽譜

特
集
：
平
成

31
年
成
人
式

特
集
：
平
成

31
年
成
人
式

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ま
ご
こ
ろ
市
長
室

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

ま
ち
と
ぴ
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お
知
ら
せ

第
３
回
丹
波
市
文
化
芸
術
推

進
審
議
会
の
開
催

市
の
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
た
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
３
月
29
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
春
日
住
民
セ
ン
タ
ー

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐

１
０
５
０

氷
上
保
健
セ
ン
タ
ー
の
貸
館

中
止

健
康
セ
ン
タ
ー
ミ
ル
ネ
に
移
転

す
る
た
め
、
７
月
１
日
を
も
っ

て
現
在
の
氷
上
保
健
セ
ン
タ
ー

は
閉
館
し
ま
す
。
移
転
準
備
に

伴
い
５
月
24
日
以
降
貸
館
を
中

止
し
ま
す
。

　

健
康
課
（
氷
上
保
健
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
82
‐
４
５
６
７

家
畜
の
届
出
に
つ
い
て

牛
や
鶏
な
ど
を
１
頭
（
羽
）
で

も
飼
養
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

２
月
１
日
時
点
の
飼
養
状
況
を

届
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
愛
玩
目
的
の
飼
養

も
含
み
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
日
（
木
）

ま
で
、
全
国
一
斉
に
「
春
の
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、

こ
の
運
動
に
あ
わ
せ
て
事
業
所

査
察
、
防
火
巡
回
パ
レ
ー
ド
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

■
全
国
統
一
防
火
標
語　
　
　

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に　

火
の
確
認
」

■
防
火
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

春
日
部
小
学
校　
　
　
　
　
　

４
年
生　

渡
辺
明め

い生
さ
ん

　

予
防
課
（
消
防
本
部
内
）
☎

72
‐
２
２
５
５

丹
波
市
ミ
ル
ネ
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

柏
原
赤
十
字
病
院
の
閉
院
に
伴

い
、
柏
原
赤
十
字
病
院
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
「
丹
波
市
ミ
ル

ネ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

し
て
引
き
継
ぎ
、４
月
１
日
（
月
）

か
ら
ミ
ル
ネ
で
開
設
し
ま
す
。
利

用
者
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
快

適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。退
院
後
自
宅
で
療
養
す
る
、

リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
る
、
ま
た
、
床

ず
れ
の
処
置
な
ど
医
療
処
置
が
必

要
と
な
る
よ
う
な
と
き
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
医
療
課
（
氷
上
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐
４
６
１
１

人
工
透
析
治
療
目
的
の
通
院

交
通
費
を
助
成

人
工
透
析
治
療
を
目
的
と
し
た

通
院
に
対
し
て
、
交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
／
①
～
④
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
①
市
内
在
住
の
じ

ん
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
人
工

透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
人
②

人
工
透
析
治
療
の
た
め
、
自
家

用
車
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
を
含
む

■
対
象
動
物

① 

家
畜
：
牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・

め
ん
羊
・
や
ぎ
・
豚
・
い
の
し
し

② 

家
き
ん
：
鶏
・
あ
ひ
る
・
う

ず
ら
・
き
じ
・
だ
ち
ょ
う
・
ほ

ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥

■
期
限
／
３
月
31
日(

日)

■
届
出
先
／
朝
来
家
畜
保
健
衛

生
所

　
　

農
業
振
興
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
88
‐
５
０
２
８

柏
原
赤
十
字
病
院
の
閉
院
に

伴
う
お
知
ら
せ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

３
月
31
日
を
も
っ
て
柏
原
赤
十

字
病
院
が
閉
院
す
る
の
に
伴
い
、

３
月
25
日
以
降
の
診
療
な
ど
は

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
３
月
25
日
（
月
）
～
27
日
（
水
）

午
前
中
、
内
科
外
来
の
み
診
療

■
３
月
28
日
（
木
）
～
31
日
（
日
）

は
終
日
休
診

■
平
日
夜
間
応
急
診
察
室
は
３

月
28
日
（
木
）
ま
で
開
設

■
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

３
月
28
日
（
木
）
ま
で
通
常
業
務

　

柏
原
赤
十
字
病
院
☎
72
‐

０
５
５
５ 

　

柏
原
赤
十
字
病
院
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
72
‐

１
３
２
３

問

募
集

問

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
通
院

し
て
い
る
人
③
治
療
を
受
け
る

本
人
が
市
民
税
非
課
税
の
人
④

生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助

の
移
送
費
、
そ
の
ほ
か
の
法
令

な
ど
に
よ
り
通
院
交
通
費
の
給

付
を
受
け
て
い
な
い
人

■
助
成
額
／
距
離
な
ど
に
応

じ
て
月
額
５
０
０
円
～
５
，

０
０
０
円
以
内
※
９
月
～
２
月

通
院
分

■
必
要
書
類
／
人
工
透
析
治
療

通
院
費
助
成
金
交
付
申
請
書
兼

請
求
書
※
新
規
申
請
者
の
み
通

院
証
明
書

■
申
請
期
間
／
３
月
１
日
（
金
）

～
29
日
（
金
）

　
　

障
が
い
福
祉
課(

春
日
庁

舎)

☎
74
‐
０
２
２
２

丹
波
市
住
ま
い
る
バ
ン
ク

（
空
き
家
バ
ン
ク
）
へ
の
登

録
物
件

「
丹
波
市
住
ま
い
る
バ
ン
ク
」
と

は
、
市
内
の
空
き
家
な
ど
を
売

り
た
い
、
貸
し
た
い
人
の
物
件

情
報
と
不
動
産
業
者
が
提
供
す

る
物
件
情
報
を
、「
丹
波
市
移
住

申
問

問

問

問問

申
問
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高
校
生
企
画
卒
業
ラ
イ
ブ

柏
原
高
校
ギ
タ
ー
部
が
中
心
と

な
り
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
／
3
月
９
日
（
土
）
午

後
２
時
～
※
開
場
30
分
前

■
と
こ
ろ
／
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

■
料
金
／
５
０
０
円　

全
席
自

由
席　

※
３
歳
以
上
有
料

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐

１
０
５
０

地
元
の
企
業
を
知
ろ
う
！　

企
業
紹
介
フ
ェ
ア

■
と
き
／
３
月
22
日
（
金
）
午

後
１
時 

～
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
２
０
２
０
年
３
月
に

大
学
な
ど
を
卒
業
す
る
予
定
の

人
、
既
卒
3
年
以
内
の
人

■
参
加
企
業
／
丹
波
市
・
篠
山

市
の
企
業
30
社
程
度

■
内
容
／
①
参
加
企
業
に
よ
る

会
社
Ｐ
Ｒ
と
面
談
②
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
柏
原
に
よ
る
就
職
活
動
相
談

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柏
原
☎
72

‐
１
０
７
０

問

定
住
ガ
イ
ド
～
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ 

Ｗ
ａ

ｖ
ｅ
～
」
サ
イ
ト
で
公
開
し
、
買

い
た
い
、
借
り
た
い
移
住
定
住
希

望
者
な
ど
に
情
報
提
供
と
地
域
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
橋
渡
し
す

る
制
度
で
す
。『
田
舎
暮
ら
し
の

本
』
2
月
号
（
宝
島
社
）
に
掲
載

さ
れ
た
「
２
０
１
９
年
版 　

お

役
立
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
数
が
全

国
１
位（
平
成
30
年
10
月
末
時
点
）

と
な
り
、
成
約
件
数
は
平
成
30
年

12
月
末
時
点
で
91
件
と
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
購
入
や
賃
借
希

望
者
に
対
し
物
件
は
不
足
し
て
い

ま
す
。
売
却
・
賃
貸
を
希
望
す
る

空
き
家
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。「
空
き
家
の
管
理
に
困
っ

て
い
る
」
な
ど
相
談
に
つ
い
て
も

「
丹
波
市
住
ま
い
る
バ
ン
ク
」
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
ま
い
づ
く
り
課
（
春
日
庁

舎
内
） 

☎
88
‐
５
０
３
９

平
成
31
年
度
丹
波
市
臨
時
職

員
の
登
録
者

臨
時
職
員
の
雇
用
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
「
臨
時
職
員
登
録
申
請
書
」

を
提
出
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
候
補

者
を
選
び
、
書
類
・
面
接
に
よ
る

選
考
の
う
え
、
採
用
し
ま
す
。

■
登
録
職
種
／
事
務
補
助
員
、

施
設
管
理
員
、
自
動
車
運
転
員

環
境
整
備
員
、
放
課
後
児
童
指

導
員
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
、

看
護
職
員
な
ど

■
任
用
期
間
／
職
種
に
よ
り

様
々
。
最
長
２
０
２
０
年
３
月

31
日
ま
で
。

■
申
請
期
間
／
随
時
。
１
年
を

通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
請
方
法
／
市
役
所
・
各
支

所
に
備
え
付
け
の
臨
時
職
員
登

録
申
請
書
を
職
員
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

職
員
課
（
氷
上
庁
舎
内
）

☎
82
‐
０
７
２
２　
　

丹
波
市
食
育
推
進
会
議
委
員

■
対
象
／
20
歳
以
上
で
市
内
在

住
・
在
勤
の
人

■
募
集
人
数
／
５
人
以
内

■
任
期
／
４
月
１
日
か
ら
2
年
間

■
応
募
方
法
／
各
支
所
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
な
事
項

を
記
入
の
上
、
健
康
課
ま
で
提
出

く
だ
さ
い
。
※
郵
送
可

■
応
募
期
限
／
３
月
15
日
（
金
）

　
　

健
康
課
（
氷
上
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
82
‐
４
５
６
７

申
問

イ
ベ
ン
ト

申
問

申
問

「鉄道のお得で便
利な乗り方」講座

Vol.18

　電車通勤する場合、市外の駅から乗車するのと、
市内の駅から乗車するのとでは、どちらがお得で
しょうか？実は、駅までの車の経費を考えると、
市内の駅から乗車する方がお得かもしれません！
　市では、ＪＲ利用増進を図るため、駅周辺の月
極駐車場利用料金の一部を助成しています。ゆっ
くり座ってエコ・安全・快適に通勤しませんか？

■助成要件（次のすべてに該当する人）
・市内在住で、市内の駅からＪＲを利用して通

都市創造課（氷上庁舎内）☎ 88‐5360問
駅周辺駐車場利用料金助成事業　編

勤または通学される人
・市内の駅で定期乗車券を購入し、継続して６カ月
以上にわたり、駅周辺駐車場を月極で利用される人
■助成金額
１カ月あたり 1,500 円。
ただし駐車料金の半額が上限となります。
■申請方法
助成を希望される場合は、申請書に必要書類を
添えて、都市創造課または各支所窓口へ提出く
ださい。申請書は都市創造課または各支所にあ
ります。詳しくは都市創造課までお気軽にお尋
ねください。

〈次回は４月号で福知山線利用増進事業について
掲載予定〉

問

特
集
：
平
成

31
年
成
人
式

特
集
：
平
成

31
年
成
人
式

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ま
ご
こ
ろ
市
長
室

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

ま
ち
と
ぴ



４月 13日（土）～５月 19日（日）　

  生誕 100 年　ピエゾグラフによる
  いわさきちひろ展

■定員 /100 人　 ※電話受付
■参加費 / 無料　※別途観覧料必要

●「ミュージアムシアター
　  『いわさきちひろ～ 27 歳の旅立ち～』」
■とき / ４月 21 日（日）
　午前の部：午前 10 時 30 分～
　午後の部：午後２時～
■定員 / 各回 100 人
※３月 16 日（土）午前９時より電話受付開始
■参加費 / 無料　※別途観覧料必要

２019. ２たんば　　　14

分
※
要
申
込

相
談
▽
14
日
（
木
）
な
ん
で
も

相
談 

に
っ
こ
り
マ
マ
ひ
ろ
ば:

子
育
て
指
導
員　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

講
座
▽
９
日
（
土
）
お
や
こ
教

室  

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

午

前
10
時
～
11
時
30
分
※
要
申
込

相
談
▽
20
日
（
水
）
保
健
・
栄

養
相
談
：
マ
マ
相
談
会　

午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
※
要
申

込
▽
27
日
（
水
）
な
ん
で
も
相

談
日:

子
育
て
指
導
員　

午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分
※
要
申
込

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

講
座
▽
20
日
（
水
）
あ
っ
た
か

交
流
会　

午
前
10
時
～
11
時
30

分
※
要
申
込

♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

講
座
▽
14
日
（
木
）
親
子
ふ
れ

あ
い
教
室　

た
の
し
か
っ
た
会

 

午
前
10
時
～
午
後
１
時
※
や
ま

な
み
ホ
ー
ル
※
要
申
込

相
談
▽
19
日
（
火
）
わ
い
わ
い

相
談　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

講
座
▽
14
日
（
木
）
わ
か
ば
教
室

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７

講
座
▽
８
日
（
金
）
閉
講
式
「
み

ん
な
に
あ
り
が
と
う
」　

午
前

10
時
～
12
時
※
柏
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
※
要
申
込

相
談
▽
５
日
（
火
）
は
ぐ
ゆ
ず

の
栄
養
相
談　

午
前
10
時
～
12

時
※
要
申
込

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
88
‐
５
３
５
０

講
座
▽
７
日
（
木
）
閉
講
式
「
ま

た
ね
」　

午
前
10
時
～
11
時
30

大
活
字
本
・
朗
読
Ｃ
Ｄ
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

図
書
館
で
は
、
小
説
や
エ
ッ
セ

イ
な
ど
を
大
き
な
活
字
で
印
刷

し
た
大
活
字
本
、
小
説
・
古
典

文
学
・
詩
歌
な
ど
の
朗
読
を
収

録
し
た
Ｃ
Ｄ
を
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
近
く
の
図
書
館
に
な
い
場

合
は
、
市
内
の
ほ
か
の
図
書
館

か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

幼
＝
幼
児　

小
＝
小
学
生　

小
低
・

高
＝
小
学
校
低
学
年
・
高
学
年

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

９
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼

▼
12
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分

幼
▼
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分　

小
▼
23
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分　

幼

柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

９
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼

～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
和
室

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
1
１
１

９
日
（
土
）
午
前
11
時   

幼
～

小
低

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
６
１
１

16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分   

幼
～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

９
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分 

幼

～
小
低
▼
15
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分　

幼
※
山
南
住
民
セ
ン

タ
ー
２
階
和
室

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

16
日
（
土
）
午
前
11
時　

幼
▼

23
日
（
土
）
午
前
11
時  

幼
～

小
低

図
書
館

３
月
の
子
育
て

関
連
情
報

美と鑑賞の憩いの場

美術館通信

　植野記念美術館　☎ 82-5945
氷上町西中 615‐４●開館時間 / 午前 10 時～午後５時

（入館は午後４時 30 分まで）●休館日 / 月曜※４月 29
日、５月６日は開館、５月７日は休館●観覧料 / 一般
500 円ほか（ココロンカード利用可、20 人以上団体割引）

問

　戦後日本の絵本画家・挿絵画家として草分け的
存在の作家、いわさきちひろの生誕 100 年記念
展です。昭和から平成にかけて、小学校教科書で
だれもが親しんだ作家の画歴を追う展覧会です。

◆関連イベント
■とき / ４月 13 日（土）
　開幕式  ：午後１時 30 分～
　講演会  ：午後１時 50 分～
■講師 / 松本　猛さん（作家長男・公益財団法
人ちひろ記念財団常任顧問）



情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!

◆年金の請求・源泉徴収票の再発行・そのほか
一般的な相談
ねんきんダイヤル☎ 0570‐05‐1165
一般電話☎ 03‐6700‐1165
■時間 / 月：午前８時 30 分～午後７時
火～金：午前８時 30 分～午後５時 15 分　
第２土曜日：午前９時 30 分～午後４時

◆ねんきん定期便、ねんきんネット専用ダイヤル
☎ 0570‐058‐555
一般電話☎ 03‐6700‐1144
■時間 / 月～金：午前８時 30 分～午後５時 15 分　
第２土曜日：午前９時 30 分～午後４時

◆一般的な国民年金の加入に関すること
ねんきん加入者ダイヤル☎ 0570‐003‐004
一般電話☎ 03‐6630‐2525
■時間 / 月～金：午前８時 30 分～午後７時　
第２土曜日：午前９時～午後５時

　　年金証書や年金手帳など基礎年金番号の分
かるものを用意して問い合せください。

●次回の出張年金相談（完全予約制）
とき・ところ：３月 27 日（水）氷上保健センター
予約期間：３月 20 日（水）まで
定員：20 人
予約先：西宮年金事務所☎ 0798‐33‐2944

注 

15　　 ２019. ２たんば

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
人
※
小
学
生
は
保
護
者

同
伴

■
定
員
／
各
10
人

※
申
込
者
が
３
人
以
上
の
場
合

に
開
催
。
先
着
順
。
ガ
ラ
ス
フ

ュ
ー
ジ
ン
グ
の
み
定
員
４
人
。

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き
／
13
日
（
水
）
午
後
１
時

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
持
ち
物
／
透
明
な
ガ
ラ
ス
製

品
、
好
き
な
シ
ル
エ
ッ
ト
の
図
案

○
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

■
と
き
／
20
日
（
水
）
午
後
１
時

■
参
加
費
／
５
０
０
円

○
紙
す
き

■
と
き
／
27
日
（
水
）
午
後
１
時

■
持
ち
物
／
牛
乳
パ
ッ
ク
１
箱

古
着
・
古
布
リ
サ
イ
ク
ル

教
室

■
と
き
／
22
日
（
金
）
午
後
２

時
～
４
時

■
定
員
／
４
人

■
参
加
費
／
無
料

■
持
ち
物
／
穴
あ
き
、
虫
食
い
、

ほ
つ
れ
な
ど
の
あ
る
セ
ー
タ
ー
な

ど
の
ニ
ッ
ト
※
あ
る
人
は
修
理
用

の
毛
糸

つ
る
植
物
作
品
展

つ
る
植
物
の
工
芸
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

■
と
き
／
17
日
（
日
）
ま
で

お
日
さ
ん
迎
え
里
山
登
り

春
分
の
日
に
烏
帽
子
山
に
登
り

ま
す
。

■
と
き
／
21
日
（
木
・
祝
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
烏
帽
子
山
（
青
垣

町
山
垣
）

■
集
合
場
所
／
青
垣
い
き
も
の

ふ
れ
あ
い
の
里

■
対
象
／
小
学
５
年
生
以
上

■
持
ち
物
／
弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
※
要
申
込

草
木
染
め

白
い
ハ
ン
カ
チ
を
こ
ぶ
な
草
で

黄
色
に
染
め
ま
す
。
自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ハ
ン
カ
チ
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き
／
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
※
火
曜
日
は
休
館

■
参
加
費
／
５
０
０
円

※
要
申
込（
２
人
以
上
15
人
以
下
）

丹
波
布
伝
承
館
11
期
生
伝

習
生
創
作
展

　
　
　
　
　
　
　

長
期
伝
習
生
11
期
生
に
よ
る
創

作
展
で
す
。
反
物
な
ど
一
年
間

の
集
大
成
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
と
き
／
９
日
（
土
）
～
21
日

（
木
・
祝
）
ま
で　

午
前
10
時

～
午
後
５
時
※
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で

年
n e n

金
k i n

年金のお問い合わせはそれぞれの専用ダイヤルへ

　国保・医療課（氷上保健センター内）☎ 82‐6690問

３
月
の
体
験
教
室

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
78
‐
９
９
９
９

　

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里　
　
　
　
　
　
　

☎  

88
‐
０
８
８
８

  　
　

 　

 

閉
講
式　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
※
要

申
込

相
談
▽
22
日
（
金
）
ほ
っ
こ
り

相
談
日　

午
前
10
時
～
午
後
４

時
※
要
申
込

　

丹
波
布
伝
承
館

　

 

☎  

80
‐
５
１
０
０
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 3 相月 の 談

氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南
住民センター、青住＝青垣住民センター、市農＝市島農村環境改
善センター、春住＝春日住民センター、氷保＝氷上保健センター、
氷＝市役所　春＝春日庁舎、柏支＝柏原支所、市支＝市島支所、
丹健＝丹波健康福祉事務所

問

問

電話の掛け間違いがないようご注意ください！
　　　

問

問

　　　

種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先

消
費 消費生活相談 平日（祝日除く）午 前 ８ 時 30 分 ～

午後５時 15 分
消費生活センター
( くらしの安全課内 )

丹波市消費生活センター
☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日
☎ 188

行
政 行政相談

６日（山住）、11 日（氷）、14 日（青住）、19 日（春住）、
20 日（柏住）、22 日（市農）　
時間 / 午後１時 30 分～３時 30 分

総務課
☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 11 日（山住）、18 日（市農）、22 日（氷住）
時間 / 午後１時 30 分～４時　

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

常設相談所 水 ( 祝日除く ) 午前９時～午後４
時

神戸地方法務局柏
原支局

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後５
時 来館相談も可能 氷上文化センター ☎ 82‐1064

七日市会館☎ 74‐2310
※電話相談は氷上文化センター
のみ出張 11 日（山住）、18 日（市農）

時間 / 午後１時 30 分～４時

法
律

行政書士による
無料相談会 23 日 午後１時 30 分～

４時 柏住 県行政書士会摂丹支部 ( 荒木 )
☎ 72‐4696

無料登記法律相談 21 日 午後１時 30 分～
４時 柏住

松尾信幸事務所☎ 82‐7174
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

安
全

市民生活の安全・安心
確保のための指導相談

月・火・木・金 午前９時～午後５
時

氷 総務課☎ 82‐1002
月・火・水・金 春 春日支所☎ 74‐0221

福
祉

認知症介護者相談日 １日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

高齢者権利擁護相談日 14 日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368
高齢者こころの医療相
談日～もの忘れ相談～ 26 日 午後２時～４時 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

知的障がい者相談 13 日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

こころの健康相談
（障がい福祉）

28 日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

身体障がい者相談 13 日（市島支所）、14 日（山南福祉センター）
時間 / 午後１時 30 分～３時 障がい福祉課☎ 74‐0222

健
康

健康・栄養相談 1 日（山住）、14 日（市支）、20 日（青住）※「減塩相談」
同時開催　受付時間 / 午前９時 30 分～ 11 時（予約優先）健康課☎ 82‐4567

こころのケア相談 12 日※要予約 午後１時 15 分～ 丹健 地域保健課（丹健）☎ 73‐3767

医
療

夜間医療健康相談 年中無休
午後７時～午前０時 電話相談 丹波市夜間医療健康相談ホットライン

☎ 0120‐737‐180

小児救急医療相談
年中無休　午後５時 30 分～翌午前
８時／土日祝年末年始　午前８時～
翌午前８時

電話相談 小児救急医療電話相談窓口
☎ 72‐4396

夜間おくすり相談 平日の午後９時～ 10 時 30 分 電話相談 丹波市薬剤師会
☎ 080‐1432‐8132

若
者 ニート・ひきこもり相談 毎週金曜日／月４回午前 10 時～午

後 4 時※要予約

氷住（第１・３金）
春住（第２金）
山住（第４金）

子ども・若者サポートセンター
☎ 88‐5070

雇
用 職業相談 ７日（氷住）、14 日（青住）、20 日（氷住）、28 日（青住） 

時間／午後１時～ 4 時
丹（まごころ）ワークサポートたんば
☎ 74-3660
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冷
え
性
対
策
！

　

寒
い
時
期
、
手
足
の
冷
え
を

改
善
す
る
体
操
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
大
き
な
筋
肉
を
動
か

し
刺
激
す
る
こ
と
で
血
液
の
流

れ
を
活
発
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
「
正
座
を
30
秒
し
て
、
立
ち

上
が
る
」
こ
と
を
繰
り
返
す
。

②
仰
向
け
に
寝
て
、
足
を
上
げ

バ
タ
バ
タ
と
動
か
す
。

③
足
の
指
を
グ
ー
パ
ー
と
数
回

動
か
す
。

　

身
体
が
冷
え
る
と
血
管
が
硬
く

な
る
、
老
化
が
進
む
、
血
圧
の
異

常
な
ど
危
険
な
状
態
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
普
段
か
ら
同
じ
姿
勢
で

い
る
こ
と
の
多
い
人
は
、
血
液
が

体
の
末
端
に
と
ど
ま
り
や
す
く
、

冷
え
性
に
な
り
が
ち
で
す
。
手
足

を
温
か
く
し
て
、
若
返
り
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課  

（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐

５
０
５
７

こ
ん
に
ち
は
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

問

問

問

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄

さ
れ
る
食
品
の
こ
と
を
「
食
品

ロ
ス
」
と
言
い
ま
す
。
日
本
で

１
年
間
に
発
生
す
る
食
品
ロ
ス

は
約
６
４
６
万
ト
ン
。
そ
の
う

ち
お
よ
そ
半
分
は
家
庭
か
ら
出

て
い
ま
す
。

　

家
庭
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の

内
訳
の
多
く
は
、
大
根
の
皮
の

厚
む
き
な
ど
食
べ
ら
れ
る
部
分

ま
で
廃
棄
、
食
事
と
し
て
使
用
・

提
供
さ
れ
た
が
食
べ
残
し
て
廃

棄
、
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
切

れ
に
よ
り
そ
の
ま
ま
廃
棄
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
の
中
か
ら
廃
棄
を
減

ら
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

「
買
い
過
ぎ
ず
」「
使
い
切
る
」

「
食
べ
き
る
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
食

品
ロ
ス
は
減
ら
せ
ま
す
。

　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
く
ら
し
の
安
全
課
内
）
☎
82
‐

０
９
９
６    

「
多
様
な
性
」
に
つ
い
て
の

正
し
い
理
解
を

　

人
は
生
ま
れ
た
時
の
身
体
的

特
徴
に
よ
り
男
性
か
女
性
に
区

別
さ
れ
、
男
性
は
女
性
を
女
性

は
男
性
を
恋
愛
対
象
と
す
る
と

考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、「
身
体
の
性
」
と
「
自
分

が
認
識
す
る
性
」
が
異
な
っ
た

り
、
恋
愛
対
象
が
同
性
や
両
方

の
性
に
向
か
う
人
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
性
自
認
や
性
的
指
向

に
対
し
て
は
、
根
強
い
偏
見
や

差
別
が
あ
り
、
悩
み
、
苦
し
ん

で
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

　

性
の
あ
り
方
は
多
様
で
あ

り
、
性
格
や
外
見
が
人
そ
れ
ぞ

れ
違
う
よ
う
に
、
個
性
の
一
つ

で
す
。
性
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
や
理
解
を
深
め
、誰
も
が
「
自

分
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
２
４
２

人権啓発コ
ー

ナ
ー

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

問

問 食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う

「平日夜間応急診察室」と「休日応急診療所」３月の当番医（敬称略）

網 か け の ㊡ 印
は 休 日 診 療 所
で 受 診 し て く
ださい。

※当番医は変更にな
ることがあります。
診察は応急的なもの
です。症状が悪くな
る場合などは、後日
かかりつけ医を受診
しましょう。医療機
関のお問い合わせは
消 防 本 部（ ☎ 72‐
2255）まで。

平日夜間応急診察室は、平成 31 年 3 月 28 日（木曜日）で終了します。体調不良などによる夜間受診に対する相談は、丹
波市夜間医療健康相談ホットライン（0120-737-180）、小児救急医療電話相談窓口（72-4396）などをご利用ください。

丹波市平日夜間応急診察室〔柏原日赤〕 休日応急診療所
受付時間 / 午前９時～ 11 時 30 分

　　　   午後１時～４時 30 分 
※来院前に☎ 72‐2480 へ電

話してください。

受付時間 / 午後 7 時 30 分～ 9 時 30 分　
※来院前に☎ 72‐0556 へ電話してください。
※平日昼間はかかりつけ医で受診して下さい。

月 火 水 木 金 土 日
１ 野上壽二 ２ ３ 田中庸生

（内　科） （外　科）
４ 三浦博幸 ５ 上山知己 ６ 中川泰洋 ７ 柏原日赤医師 ８ 宮崎直之 ９ 10 中川泰洋

（内　科） （内　科） （内　科） （外　科） （内　科）

11 田中　潔 12 細見成一 13 平島　顕 14 柏原日赤医師 15 上田明徳 16 17 高見啓央
（内　科） （婦人科） （整形外科） （外　科） （内　科）

18 赤松義樹 19 吉積宗範 20 久保田孝則 21 柏原日赤医師 22 三浦博幸
23 24 上山知己

（内　科） （内　科） （内　科） （内　科） （内　科）

25 田中庸生 26 上山知己 27 平島　顕 28 柏原日赤医師 29 30 31 和久晋三
（外　科） （内　科） （整形外科） （内　科）

  ㊡

  ㊡

  ㊡  ㊡

  ㊡

  ㊡
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library

　おすすめ図書

チキンラーメンの女房
実録安藤仁子　
安藤百福発明記念館／編
中央公論新社 [2018.9]

おほしさまのちいさなおうち
渡辺　鉄太／文　加藤　チャコ／絵
瑞雲舎 [2018.10]

「インスタントラーメン」という
大発明の実現を信じ、日清食品
創業者・安藤百福とともに闘っ
た妻・仁

ま さ こ

子。ＮＨＫ連続テレ
ビ小説「まんぷく」のヒロイン
のモデルである安藤仁子の波
瀾万丈の人生を紹介する。

おもちゃで遊ぶのにも絵本を
読むのにも飽きてしまった男
の子に、お母さんが「おほし
さまのおうちを探してみるの
よ」と、楽しい遊びを教えて
くれました。おほしさまのお
うちは、いったいどこにある
のでしょう？

一般書

申   

　ベストリーダー情報（１月 1 日～１月 31 日）

一般書 児童書

　

青
垣
町
に
お
け
る
調
査
で
発
見
さ
れ

た
「
山や

ま
が
い垣
村
史
料
」
か
ら
は
、
江
戸
時

代
の
社
会
の
有
り
様
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
同
史
料
群
の
中
で
も

特
に
興
味
深
い
の
は
、「
山さ

ん
ろ
ん論
日
誌
」

と
呼
ば
れ
る
史
料
で
す
。

  

享
保
年
間
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、

現
在
の
青
垣
町
遠
阪
に
存
在
し
て
い
た

山
垣
村･

平な
ら
ち地
村
と
中
佐
治
村･

杉
谷

村
の
間
で
、
山
の
利
用
権
を
巡
っ
た
訴

訟
（
＝
山
論
）
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
本
史
料
は
、
安
政
年
間
の
「
山

論
」
に
つ
い
て
、
訴
訟
の
当
事
者
で
あ

る
山
垣
村
の
庄
屋
が
日
誌
形
式
で
書
き

残
し
た
も
の
で
す
。

　

丹
波
に
限
ら
ず
江
戸
時
代
は
各
地
で

「
山
論
」
が
頻
発
し
ま
し
た
。「
山
論
日

誌
」
か
ら
は
、
こ
う
し
た
「
争
い
」
の

前
提
に
あ
る
百
姓
と
山
の
関
係
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
貢
納
入
の

た
め
の
農
業
生
産
に
と
っ
て
、
田
畑
に

入
れ
る
肥
料
は
不
可
欠
な
も
の
で
、
そ

の
供
給
源
は
主
に
山
で
し
た
。
百
姓
た

ち
は
山
か
ら
採
取
で
き
る
「
肥こ

え
く
さ草

」
と

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科　

出
水　

清
之
助

い
う
若
い
草
葉
を
田
畑
に
踏
み
込
む
こ

と
で
、
作
物
を
育
て
る
地
力
を
維
持
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
「
肥
草
」

以
外
に
も
「
木き

し
ば柴
」
と
い
う
薪
を
山
か

ら
得
る
こ
と
で
農
閑
期
に
「
山
稼
ぎ
」

し
、生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

　

山
は
百
姓
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で

し
た
が
、
多
く
の
山
は
一
村
も
し
く
は

複
数
村
の
入い

り
あ
い
ち

会
地
だ
っ
た
の
で
、
山
の

共
同
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
て

い
ま
し
た
。
当
該
の
四
村
の
間
で
も
、

享
保
年
間
に
ル
ー
ル
を
定
め
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
の
後
半
に
な
っ
て
山
か

ら
得
ら
れ
る
資
源
の
価
値
が
高
ま
る
と

再
び
争
い
が
生
じ
ま
す
。
山
垣
村
（
柏

原
藩
領
）･

平
地
村
（
永
見
旗
本
領
）

･

中
佐
治
村
（
平
岩
旗
本
領
）･

杉
谷

村
（
市
岡
旗
本
領
）
と
所
領
が
入
り
組

ん
だ
当
該
地
域
の
「
山
論
」
の
解
決
は

京
都
町
奉
行
所
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
裁
判
は
当
事
者
間

の
和
解
が
基
本
で
あ
り
、
問
題
は
中
々

解
決
で
き
ず
、
訴
訟
費
用
が
嵩か

さ

ん
で
裁

判
は
泥
沼
化
し
ま
す
。
結
局
、
江
戸
時

代
の
社
会
構
造
に
規
定
さ
れ
た「
山
論
」

の
解
決
は
、
江
戸
時
代
の
解
体
を
待
た

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
104

 

「
山
垣
村
史
料
」
か
ら
見
る
江
戸

　
時
代
の
山
論

　

文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）
☎
70
‐

０
８
１
９

児童書

×
×

３月
図書館カレンダー

×

×

×印は全館休館
○印は柏原・春日のみ休館

日  月  火  水  木  金  土    
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
31

×

×
○

歴史探訪

問

順位 本の名前 作　者
１ ことことこーこ 阿川佐和子
２ おらおらでひとりいぐも 若竹千佐子
３ 魔力の胎動 東野圭吾
４ 向日葵のある台所 秋川滝美
５ キンモクセイ 今野　敏

順位 本の名前 作　者
１ りんごかもしれない ヨシタケシンスケ / 作
２ 三びきのやぎのがらがらどん マーシャ・ブラウン / え
３ 14 ひきのさむいふゆ いわむらかずお / さく
４ せつぶんのひのおにいっか 青山友美 / 作
５ おにはそと せなけいこ / 作・絵
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healthy life 問健康課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567
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子どもの睡眠障害
　
　３月 18 日は春の睡眠の日です。現代人は、
昔に比べて起きる時間は変わらないのに、眠り
につく時間は 1 ～ 2 時間程度遅くなっているよ
うです。実際に、自分の子どもの頃と、今の子
どもたちを比べて、どう感じますか。
　子どもにとって、睡眠が大事であることは言
うまでもありません。しかし、睡眠のための環
境を整えても以下のような症状が当てはまる場
合、「乳幼児睡眠障害」が疑われ、中には受診
が望ましい場合もあります。

【おおむね１歳から１歳６ヵ月以降に、以下の
ようなことに当てはまることはありませんか】
□夜間睡眠中にしばしば目を覚ます（３回以上）
□一度目を覚ますと 1 時間ほども起きている
□トータルの睡眠時間が 9 時間より短い
□日中の機嫌が悪くよく泣いている
子どもの睡眠での困りごとは、保護者自身の睡
眠障害にもつながりやすくなります。子どもの
睡眠での困りごとは、お気軽に健康課へご相談
ください。

日本の食文化を家庭や地域で伝えよう
　
　日本人の食文化は、年中行事と密接に関わって
います。自然の恵みである「食」を分け合い、食
の時間を共にすることで、家族や地域の絆を深め
てきました。
　行事食や郷土料理など特別な食事を家族や地域
で作り、味わうことは、食や和食文化への興味を
もつ良い機会になります。３月３日の桃の節句（ひ
な祭り）は、桃の花やひな人形を飾って女の子の
成長と幸せを願います。ひな祭りの料理といえば、
ちらし寿司とはまぐりの潮汁が定番です。えびは
長生き、れんこんは見通しがきくなど縁起がよい
ことからお祝いの席にふさわしく、ちらし寿司の
具に使われます。はまぐりは、対になっている貝
がら同士しか形がぴったり合わないことから、女
の子が将来いい相手と出会えますようにという願
いを込めて潮汁に使われています。
　年中行事や節句、七五三などのお祝いの日には、
家族や地域で行事食を用意し、次世代に伝えてい
きましょう。
　　　　　　　参考：農林水産省「和食育」より

①白菜、しいたけを細切りにする
②だし汁に、白菜の白い部分としいた
けを入れて、軟らかくなるまで煮る
③白菜の葉の部分を加えて、しんなり
してきたら、味噌を溶き入れる
④よく溶いた卵を、菜箸に伝わせな
がら、少しずつ回し入れて、大きく
ひと混ぜする
⑤卵がふんわりと浮いてきたら火を
止め、器に注ぎこねぎを盛る

～旬を食べよう～

“た
んば”食育クッキング

  

材
料
（
２
人
分
）

白菜 　２枚
しいたけ　　          　    １枚
卵 　　　　１個
だし汁　　　                     　   ４００㏄
味噌 大さじ１
こねぎ（小口切り） 大さじ１（５ｇ）

つ
く
り
方

１人分 : エネルギー 74kcal・塩分 1.4g

白菜のかき玉味噌汁

　やさしい味わいのお味噌汁です。

材料の準備をしておくと短時間で出来上が

るので、食べる直前に仕上げましょう。

栄養士からの一言
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集
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成
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年
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式

特
集
：
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成
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丹波の“幸せさん”を紹介

　「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれた子、
新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介します。市
の公式ラインで毎月 20 日前後に掲載者になれ
るクーポンを配信しています。平成 30 年２月 23 日 足立 怜

れ な

奏ちゃん ( 写真右 )

平成 31 年１月８日 足立 紬
つ む ぎ

希ちゃん

平成 30 年２月２日 堀 咲
え み は

晴ちゃん

出生

誕生日

平成 22 年２月 20 日 丸尾 海
み と き

暁さん（写真左）
妹さんといっしょに！

 誕生日

はぴたん
Happy Tamba氷上町

石生

柏原町
挙田

氷上町
上成松

誕生日

掲・示・板

世帯数と人口
総人口　 ６４，６５４人 　　（３７）　
 　男　　３０，９９３人　 　（２０）
 　女　　３３，６６１人 　　（１７）　
 世帯数　２５，７９６世帯 　（△３）
＊平成 31 年１月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

市内交通事故発生状況　
死　　者　　　　　１人  　    （△１）
傷　　者　　　    ２０人  　　（△６）
人身事故　　　　１８件  　　　（１）
物損事故      　  １３５件　  （△７２）   
＊平成 31 年１月末現在・   （　）内は前年同月比

今月の税
固定資産税（４期）/ ２月 28 日（木）まで
国民健康保険税（９期）/ ２月 28 日（木）まで
　税務課（氷上庁舎内）☎ 82‐2003

次回の休日開庁日

3 月 23 日（土）・４月 27 日（土）
午前９時～正午　＊氷上庁舎市民環境課のみ
＊休日開庁日（毎月第４土曜日）の取扱業務

・住民票、戸籍謄（抄）本
・印鑑登録、印鑑登録証明書
・住民票、戸籍に関する諸証明書
※転入・転出の届出や税務証明の発行は行っ
ていません。
問市民環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐2002問

次回の献血 　　
２月 24 日（日）ゆめタウン玄関横
＊午前 11 時～午後３時 30 分
３月１日（金）春日住民センター　
＊午前 10 時～午後４時
３月 11 日（月）市島農村環境改善センター　
＊午前 10 時～正午
３月 14 日（木）青垣住民センター　
＊午前 10 時～午後０時 15 分
問 健康課 （氷上保健センター内）☎ 82‐4567

 献血カー
ドをお持ち
ください
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１月届出順（敬称略）戸籍のまど
山口　　 勝

まさる

　91歳　青垣町大名草

西口　つや子
こ

　88歳　氷上町上成松

村上　　 進
すすむ

　94歳　山南町谷川

稲上　美
み え

惠　95歳　市島町勅使

近藤　文
ふ み え

江　94歳　春日町東中

藤崎　好
よ し こ

子　86歳　柏原町見長

足立　喜
よしゆき

幸　78歳　氷上町石生

増井　玉
た ま じ

治　94歳　氷上町西中 

安達　　 勝
まさる

　72歳　春日町多利

臼井　　 武
たける

　78歳　柏原町柏原

中澤　　 敏
さとし

　83歳　市島町中竹田

藤本　重
し げ の

野　87歳　氷上町賀茂

細見　敏
としゆき

行　69歳　氷上町鴨内

清水　しま子
こ

　90歳　山南町谷川

足立　あやこ　95歳　青垣町山垣

高橋　ひで　94歳　山南町和田

伴仲　しずゑ　98歳 	 春日町多利

足立　正
ま さ み

美　72歳　青垣町遠阪

岡本　洋
よ う こ

子　48歳　氷上町常楽

瀬川　實
じ つ じ

二　85歳　山南町岡本

西垣　正
まさずみ

純　84歳　山南町小野尻

足立　昌
まさいち

一　88歳　氷上町上成松

足立　ゆきゑ　95歳　氷上町井中 

吉竹　博
ひ ろ こ

子　92歳　柏原町柏原

藤澤　和
か ず え

枝　86歳　柏原町柏原

井根　南
み な み

実　佑
ゆうさく

作　氷上町市辺

土田　陸
り く と

翔　裕
ゆ う き

貴　氷上町石生

中尾　心
こ こ の

乃　正
ま さ と

人　氷上町新郷

吉岡　はじめ　昌
まさあき

章　山南町金屋

義積　梨
り お

央　友
と も や

也　春日町野上野

芦田　　凱
かい

　賢
たかひで

英　柏原町柏原

中尾　　 旬
しゅん

　　 亮
りょう

　青垣町佐治

久下　大
や ま と

和　俊
しゅんすけ

介　柏原町柏原

垣崎　寿
こ と な

奈　孝
こうすけ

介　山南町谷川

中森　陽
ひ な た

向　　 淳
あつし

　市島町上牧

吉見　依
い よ り

莉　　 僚
りょう

　氷上町石生

山本　葉
は の ん

暖　悦
え つ じ

司　柏原町柏原

高見　幸
さ ち の

乃　雄
ゆういちろう

一郎　春日町黒井

足立　紬
つ む ぎ

希　勇
ゆ う き

貴　氷上町石生 

河津　柚
ゆ ず き

希　貴
た か し

司　春日町朝日

高橋　宕
と う こ

子　麻
ま み

美　市島町北奥

田中　貴
き よ

詠　裕
ひろゆき

之　青垣町大名草

藤井　柚
ゆ ず な

菜　亮
りょうすけ

輔　柏原町柏原 

泉　信
し ん の す け

之介　秀
ひでのり

典　氷上町新郷

荻野　和
よ り と

仁　寛
か ん た

汰　市島町中竹田

峰原　一
か れ ん

漣　義
よしのぶ

信　柏原町柏原

吉田　大
や ま と

和　　 健
たける

　氷上町北油良

由良　颯
さ つ き

生　宏
ひろおみ

臣　春日町小多利

岩井　勇
ゆ う ご

虎　謙
け ん ご

虎　春日町黒井

細見　悠
は る と

斗　匡
ただひこ

彦　春日町黒井

梅田　悠
ゆ り か

梨香　22歳　山南町和田

塩見　和
か ず よ

代　86歳　柏原町柏原

吉森　　 猛
たけし

　82歳　春日町黒井

足立　　 豊
ゆたか

　82歳　氷上町柿柴

堀池　美
み ち よ

智代　88歳　春日町歌道谷

稲継　十
と み こ

三子　95歳　山南町梶

久下　義
よしはる

晴　82歳　春日町柚津

永井　喜
き よ こ

代子　94歳　柏原町柏原

矢持　菊
き く え

江　93歳　春日町鹿場

義積　敏
としゆき

之　71歳　春日町野上野

芦田　まつゑ　94歳　氷上町稲畑

後藤　幸
さ ち こ

子　81歳　山南町井原

浅香　隆
たかかず

一　89歳　山南町和田

近藤　次
じ ろ う

郎　88歳　春日町多田

依藤　たけ子
こ

　93歳　山南町野坂

安達　佐
さ え こ

枝子　86歳　市島町上牧

德田　朝
あ さ こ

子　99歳　柏原町母坪

原田　美
み

さ子
こ

　89歳　春日町上三井庄

藤田　正
まさあき

明　72歳　市島町上竹田

野口　喜
き み こ

美子　76歳　市島町下竹田

下井　あさ子
こ

　94歳　山南町五ケ野

太田　通
み ち お

夫　73歳　市島町上牧

荻野　ます子
こ

　97歳　氷上町香良

船越　きくゑ　98歳　春日町多田

大前　ヨシコ　81歳　氷上町清住

岸部　幸
さ ち よ

代　97歳　春日町朝日

篠原　嗣
あきよし

悦　68歳　柏原町柏原

三方　重
しげのぶ

信　84歳　氷上町三方

安達　はる子
こ

　93歳　市島町上竹田

大田　　 勉
つとむ

　77歳　山南町和田

近藤　雅
ま さ や

也　32歳　市島町下竹田

大符　正
まさはる

春　84歳　市島町梶原

高階　　 茂
しげる

　91歳　山南町西谷

臼井　　 清
きよし

　86歳　氷上町香良

中村　ひとみ　61歳　柏原町下小倉

山本　澤
さ わ こ

子　91歳　春日町野山

荻野　重
しげのぶ

信　68歳　春日町朝日

廣瀬　和
か ず よ

代　72歳　氷上町朝阪

藤田　眞
ま さ み

佐美　89歳　市島町上竹田

古川　卓
たくよし

義　89歳　青垣町沢野

田邊　　 武
たけし

　84歳　氷上町大谷

土井　ツヤコ　105歳　氷上町石生

芦田　健
けんいちろう

一郎　62歳　春日町黒井

黒川　靖
せ い こ

子　88歳　春日町黒井

西山　志
し

のぶ　99歳　市島町中竹田

お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

氏　名 　年齢   住　 所 
お悔やみ申し上げます

平成 27 年２月 12 日 山下 柊
し ゅ う じ ろ う

二郎くん

平成 27 年２月 27 日 梶川 葵
き わ

和ちゃん 平成 28 年２月 28 日 北野 翼
つばさ

ちゃん

お姉さん・妹さんといっしょに！

平成 31 年１月９日 藤井 柚
ゆ ず な

菜ちゃん ( 写真下 )

お兄さん・お姉さんといっしょに！

誕生日

 誕生日

誕生日

出生

氷上町
上成松

柏原町
柏原

氷上町
横田

山南町
小野尻

特
集
：
平
成

31
年
成
人
式

特
集
：
平
成

31
年
成
人
式

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

ま
ご
こ
ろ
市
長
室

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど

ま
ち
と
ぴ



２019. ２たんば　　　22

市役所を訪問した短期留学生たち

丹波へようこそ

オーストラリアから来丹

　１月 25 日、オーストラリアのオークリーサウス
小学校（メルボルン）から東小学校に短期留学中
の 14 人の児童が市役所を訪問しました。丹波市に
11 日間滞在し、剣道・琴などの体験や、ちーたん
の館の見学などさまざまな学習に取り組みます。
　留学生たちは、一人ひとり日本語で名前や好き
な事を紹介し、「一生の思い出になると思う」と
にこやかに話してくれました。

どかちま

　１月 24 日～ 30 日までの全国学校給食週間に
あわせて、子どもたちに丹波の豊かな自然の恵み
を感じてもらおうと、小中学校の給食で猪の肉が
入ったぼたん汁が提供されました。
　給食当番から「山椒で猪の肉の臭みをとってい
ます」と紹介された子どもたちは「お肉は柔らか
くておいしい。全然臭みがない」と笑顔でぼたん
汁を口に運んでいました。

丹波の味に舌鼓♪

給食にぼたん汁が登場

ぼたん汁を味わう南小学校の児童

すくっぴと
どかちま

すくっぴと

　昨年 12 月に加古川市で開催された兵庫県中
学校新人大会で、柏原中学校男子バスケットボ
ール部が見事、初優勝を飾りました。
　小林裕

ひ ろ と

斗主将は、「自分たちで練習メニュー
を考え、練習試合を増やすなどして力をつけて
きた。しっかり練習して、夏に開催される中学
総合体育大会では全国大会出場を目標に頑張り
たい」と健闘を誓いました。

柏原中学校 男子バスケットボール部

県新人大会で初優勝！

県新人大会で優勝した柏原中学校のメンバー

　丹波市産の「丹波山椒」を使用し、有名パテ
ィシエ・ショコラティエの辻口博啓さんが手が
けたチョコレート「陰

い ん え い ら い さ ん

翳礼讃」が、昨年 10 月
～ 11 月にパリで行われた国際コンテストで金
賞を受賞しました。
　丹波山椒を辻口さんに売り込んだ、生産者の
芦田美智則さんは「香り高い丹波山椒が世界に
評価され、喜びと誇りを感じます」と話しました。

丹波山椒を使用したチョコレート

国際コンテストで金賞

丹波山椒を使ったチョコレートを紹介する芦田さん
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スポーツピアいちじま野球場

愛称が決まりました！

愛称を発表する井上社長（写真右）と谷口市長

地域の課題解決を目指し

福知山公立大学と連携協定締結

締結式に出席した谷口市長、井口和起学長、多次勝昭
朝来市長、大橋一夫福知山市長（写真左から）

　１月 19 日、たんば黎明館で市民憲章タウンミ
ーティングが開催され、中高生・公募者・市民
憲章検討委員の計 49 人が参加し、未来に伝えた
い丹波市の魅力について話し合いました。
　参加者から出された「やさしさでつながって
いる」「自然と歴史がある」などの様々な言葉は、
来年度制定予定の市民憲章に市民の思いとして
反映されます。

未来に伝えたい言葉はなに？

市民憲章タウンミーティング実施

伝えたい言葉について話し合う参加者

褒章受章に笑顔の川端さん（写真右）と岸田教育長

洋画家 川端謹次の作品を寄贈

川端皓孔さんが紺綬褒章を受章

　１月 26 日、父である洋画家 川端謹次画伯の
作品 212 点を植野記念美術館に寄贈したこと
に対し、岸田教育長から川端皓

て る よ し

孔さんに紺綬褒
章が伝達されました。
　川端さんは「この受賞は、川端家親族・関係
者・郷土にとってもうれしい」と受賞の喜びを
語りました。植野記念美術館では３月 17 日ま
で川端謹次展が開催中です。

　女子高校野球の聖地「スポーツピアいちじま野
球場」の愛称が、ネーミングライツ（命名権）の
契約を結んだ司観光株式会社（舞鶴市）にちなん
で「つかさグループいちじま球場」に決定しました。
　同社が舞鶴市や福知山市で経営するホテルに
は、大会出場チームが多数宿泊。井上宏章社長は、

「女子高校野球と地域経済の発展をめざしたい」
と意気込みました。

　1 月 25 日、少子高齢化や若者の流出などの
地域課題を解決しようと、丹波市・朝来市は福
知山公立大学と包括的連携協定を締結しまし
た。丹波市・朝来市・福知山市は同校を知の拠
点として位置づけ、大学を拠点に隣接する３市
で持続可能な地域社会づくりを目指します。
　谷口市長は、「この連携が北近畿成長のエン
ジンになれば」と協定への期待を寄せました。
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